　「おとめ桜」

　近世初期、白河（福島県白河市）。藩士和知平三郎は、小峰城改修工事の命をうける。そんな中、平三郎の娘おとめは、大工の卯吉と身分違いの恋に落ち、駆け落ちをする。

　二人は深い山の中で迷い、離れ離れになる。

　人食い鷹に襲われるおとめ。だが、生命の迸るような舞をみせ鷹を圧倒、難を逃れる。

　その頃、小峰城は立て続けに起こる天災により改修が進まず、人柱を建てることになった。その日、城に最初に入城してきた者を人柱に、との命が下る。

　そこに姿を現すおとめ。父平三郎は「来るな、来るな」と手で合図をするが、おとめは父に呼ばれていると勘違いして城内に入ってしまい、人柱になる。

一方、捕らわれの身となっていた卯吉は、おとめの遺言により解放される。卯吉は、小峰城の桜の精となったおとめと再会する。
